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役名 役員氏名 地区 所属 

会 長 吉田  修 全県 神西小 

副会長 佐野 美保 全県 神戸川小 

副会長 奥井 克己 全県 出雲一中 

副会長 勝部 功人 全県 加茂小 

事務局長 曽田 史郎 全県 塩冶小 

事務局次長 高橋 勇二 全県 事務局 

事務局次長 田中  勝 全県 出東小 

事務局次長 岡村 千佳 全県 大社小 

事務局次長 柳楽 由美 全県 今市小 

執行委員 北村 公子 全県 高浜小 

執行委員 安部  彩 全県 遙堪幼 

執行委員 伊藤 雅美 松江 玉湯小 

執行委員 本田 一美 出雲 出雲南中 

執行委員 長島 美佳 出雲 北陽小 

執行委員 重栖 伸也 出雲 岐久小 

執行委員 嵐谷 恭子 出雲 斐川西中 

執行委員 山本 典男 雲南 鍋山小 

監査委員 石橋美和子 全県 塩冶小 

監査委員 花田 和弘 全県 高松小 

 二十七年度 島 教 協 新 役 員  で ス タ ー ト 

 

平
成
二
十
七
年
度
島
教
協
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、候
補
者
全
員
が
信

任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
役
員
は
、左
記
一
覧
表
の
通
り
で
す
。
役
員
一
同
、島
教
協

の
充
実
・発
展
の
た
め
に
、力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。
会
員

の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
・ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

【 

島
教
協
定
期
総
会
の
ご
案
内 

】 
  

島
教
協 

第
五
十
五
回 

定
期
総
会 

 
 
 

五
月
三
十
一
日
（
日
）
午
前
九
時
三
十
分
よ
り 

 
 
 

ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲 

黒
の
ス
タ
ジ
オ 

に
て 

  
総
会
は
、代
議
員
制
と
な
っ
て
お
り
、各
支
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
議

員
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
支
部
は
、松
江
、出
雲
、
雲
南
で
す
。
ま
た
、

代
議
員
以
外
の
会
員
は
、オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
が
で
き
ま
す
。 

  

定
期
総
会
は
、今
年
度
の
島
教
協
の
運
動
方
針
と
活
動
内
容
を
決
定

す
る
重
要
な
会
議
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

今
年
度
の
教
育
講
演
会
は
、「
命
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
講
演

講
師
は
、元
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
の
坂
本
博
之
（さ
か
も
と
ひ
ろ
ゆ
き
）さ
ん

で
す
。 

 

今
回
の
講
演
会
は
、出
教
協
定
期
総
会
終
了
後
、引
き
続
き
行
い
ま

す
。
出
教
協
総
会
参
加
者
だ
け
で
な
く
、島
教
協
会
員
さ
ん
も
多
数
参

加
願
い
ま
す
。 

 

ま
た
会
員
で
な
い
方
に
も
島
教
協
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、職
場
の
教
職
員
の
皆
さ
ん
や
一
般
の
皆

さ
ん
へ
も
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、た
く
さ
ん
の
方
に
聴
講
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。 元

プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
坂
本
博
之
さ
ん
は
、昭
和
四
十
五
年

福
岡
県
川
崎
町
生
ま
れ
。
物
心
つ
い
た
こ
ろ
に
は
両
親

が
離
婚
。
預
け
ら
れ
た
親
類
宅
で
は
食
事
す
る
こ
と
を

許
さ
れ
ず
、川
で
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
を
食
べ
て
飢
え
を
し

の
ぎ
ま
し
た
。 

 

小
学
二
年
の
と
き
、福
岡
市
の
児
童
養
護
施
設
「
和

白
青
松
園
」
に
入
園
、初
め
て
三
食
の
食
事
と
寝
る
場

所
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。  

 

高
校
卒
業
後
、東
京
都
内
の
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム
に
入

門
。
過
去
４
度
、世
界
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
に
挑
戦
し
、い

ず
れ
も
敗
れ
ま
し
た
が
、元
Ｗ
Ｂ
Ａ
世
界
ラ
イ
ト
級
王

者
・畑
山
隆
則
さ
ん
と
の
試
合
で
は
ボ
ク
シ
ン
グ
史
上

に
残
る
名
勝
負
を
演
じ
て
い
ま
す
。 

 

い
じ
め
に
よ
る
自
殺
、児
童
虐
待
な
ど
が
相
次
ぐ
中
、坂
本
さ
ん
は
「
ど
ん
な
環
境
や
境
遇
に

生
ま
れ
よ
う
と
も
、生
き
て
さ
え
い
れ
ば
人
は
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
」
と
訴
え
ま
す
。 

 

書
籍
「
僕
は
運
命
を
信
じ
な
い
―
不
滅
の
ボ
ク
サ
ー
坂
本
博
之
物
語
」
田
中 

耕 

著 

よ
り 

 
 

 
 

教
育
講
演
会
の
申
し
込
み
や
問
い
合
わ
せ
は
、島
教
協
事
務
局
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（〇
八
五
三
―
二
二
―
七
七
六
二
） 

教
育
講
演
会
の
ご
案
内 

演 

題 
 

「
僕
は
運
命
を
信
じ
な
い
」 

講 

師 
 

元
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー 

 
 
 
 
 

（日
本
ラ
イ
ト
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、東
洋
太
平
洋
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂 

本 

博 

之 

氏 
 
 

期 

日 
 

平
成
二
十
七
年
五
月
十
六
日(

土
） 

時 

間 
 

午
前
十
時
三
十
分 

～ 

十
二
時 

会 

場 
 

ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲 

茶
の
ス
タ
ジ
オ 



島教協相互援助規定 

      のご紹介 
 

①結婚祝金の給付 

     ５，０００円 

②出産祝金の給付 

     ５，０００円 

③永年勤続祝金の給付 

     ５，０００円 

④病気見舞金の給付 

     ５，０００円 

 (傷病約１ヶ月の療養) 

⑤災害見舞金の給付 

（住宅又は家財の損害を    

受けたとき程度に応じて） 

⑥死亡弔慰金 

（会員・会員配偶者死亡） 

 

上記の規定に該当するとき

は、事務局まで連絡をお願

いします。 

歓
迎
！
新
規
加
入
者 

 
 
 

 
 

佐
野 

綾
香
さ
ん 

（
大
津
幼
） 

 
 

勝
部 
さ
お
り
さ
ん
（
塩
冶
幼
） 

 
 

福
島 
千
明
さ
ん 

（
平
田
幼
） 

 
 

 

魅
力
あ
る
組
織
づ
く
り
が
、
新
規
加
入
者
を

増
や
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
、

日
々
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

会
員
の
皆
様
、
お
隣
の
方
へ
の
声
が
け
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。 

  

四
月
二
十
五
日
（
土
）
午
前
、
島
根
県
教
職
員
協
議
会
第
一
回
執
行
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。 

 

今
回
の
執
行
委
員
会
で
は
、
定
期
総
会
に
向
け
て
、
平
成
二
十
七
年
度
の
活
動
方
針
や
予
算

案
・
教
育
講
演
会
な
ど
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。 

 

島
教
協
定
期
総
会
に
は
、
来
賓
と
し
て
、
佐
々
木
雄
三
県
議
会
議
員
、
出
雲
市
教
育
委
員
会

槇
野
信
幸
教
育
長
、
全
日
教
連
古
川
俊
裕
事
務
局
長
、
山
口
県
教
連
の
小
坂
朝
之
委
員
長
に
ご

臨
席
い
た
だ
く
予
定
で
す
。 

 
 

第
一
回 

執
行
委
員
会 
ご

あ

い

さ

つ 

事

務

局

長 

 

曽

田

史

郎 

事

務

局

次

長 

 

高

橋

勇

二 

 

昨
年
度
ま
で
の
二
年
間
、
専
従
と
し
て
事
務
局
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。伝
統
あ
る
島
教
協
の
専
従
と
し
て
至
ら
な
い
所
ば
か
り
の
私
で
し
た
が
、精

一
杯
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

専
従
を
務
め
た
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
方
と
出
会
い
、
自
分
自
身
の
考
え
方
が

大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
は
大
き
な
財
産
で
す
。
特
に
、
「
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
意
義
を
、
よ
り
一
層
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
こ
の
２
年
の
経
験
で
得
た
も
の
を
教
育
現
場
に
還
元
す
る
と
と
も

に
、
『
現
場
に
い
る
事
務
局
長
』
と
し
て
、
事
務
局
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
そ
の
職

責
を
果
た
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。 

 

四
月
よ
り
現
場
に
復
帰
し
、
改
め
て
教
育
現
場
の
多
忙
さ
を
肌
で
感
じ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
、
教
材
研
究
の
時
間
、
事
務
的
な
仕
事
の
時
間
・・・

い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
教
職
員
が
職
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
な

環
境
が
必
要
で
す
。
会
員
の
皆
様
の
思
い
や
現
場
の
実
情
を
行
政
に
伝
え
て
い
く

た
め
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
七
年
度
、島
教
協
組
織
体
制
の
変
更
に
よ
り
、新
た
に
事
務
局
次
長

と
し
て
事
務
局
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
度
ま
で
島
教
協
の
会
員
と
し
て
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら

は
、現
場
復
帰
の
事
務
局
長
に
代
わ
り
ま
し
て
、島
教
協
の
事
務
処
理
や
渉
外
を

担
当
し
、
事
務
局
長
を
補
佐
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

島
教
協
は
、結
成
以
来｢

正
常
な
教
育
の
推
進
に
努
め
る
」
職
員
団
体
と
し
て
、

す
べ
て
は
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
を
価
値
判
断
の
基
準
と
し
て
様
々
な
教
育
問

題
に
対
し
て
、提
言
や
要
望
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
常
に
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
是
々
非
々
の
立
場
で
活
動
す
る
組

織
の
運
営
に
役
立
て
る
よ
う
に
業
務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
し
か
し
、事
務
局
だ

け
で
は
組
織
は
動
き
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
を
関
係
諸
機
関
に
伝
え
て

い
き
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

第
一
回 

講
師
研
修
会 

 

四
月
二
十
五
日
（
土
）
午
後
、
島
根
県
教
育
文
化
研
究
所
主
催
の
第
一
回
講
師
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
八
年
度
教
員
採
用
試
験
を
目
指
す
現
在
講
師
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
る
五
名
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
新
規
採
用
さ
れ
た
松
江
市
・
津
田
小
の
河
原
さ
ん
か
ら

は
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
談
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

五
月
七
日
、
島
根
県
教
委
は
、
平
成
二
十
八
年
度
新
規
採
用
試
験
実
施
要
項
を
発
表
し
ま

し
た
。
前
年
度
比
八
人
増
の
二
百
三
十
人
の
大
量
採
用
、
県
内
の
講
師
に
つ
い
て
一
次
試
験

一
部
免
除
の
取
扱
、
小
学
校
二
次
試
験
の
水
泳
と
ピ
ア
ノ
実
技
試
験
の
廃
止
な
ど
、
人
材
の

確
保
策
の
拡
充
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

八
月
に
第
二
回
講
師
研
修
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

 

 

あ
と
が
き
（
新
聞
情
報
よ
り
） 

○
「
ス
マ
ホ
や
め
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
信
大
生
や
め
ま
す
か
」 

 

こ
れ
は
平
成
二
十
七
年
度
の
信
州
大
学
入
学
式
で
、
新
入
生
に

問
い
か
け
て
話
題
に
な
っ
た
学
長
の
挨
拶
で
す
。 

 

文
部
科
学
省
は
携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
が
利
用
の
仕
方
に
よ
っ
て

は
犯
罪
を
犯
し
た
り
、
あ
る
い
は
巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る
こ
と
か

ら
「
ケ
ー
タ
イ
＆
ス
マ
ホ
、
正
し
く
利
用
で
き
て
い
ま
す
か
？
」

と
題
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
注
意
を
促
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
消
防
庁
の
ま
と
め
で
は
、
平
成
二
十
六
年
ま
で
の
五

年
間
に
「
歩
き
ス
マ
ホ
（
歩
き
な
が
ら
や
自
転
車
に
乗
り
な
が
ら

携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
を
見
た
り
操
作
し
た
り
）
」
で
１
５
２
人
が

救
急
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。 

○
教
員
８
割
「
時
間
外
勤
務
多
い
」 

 

公
立
小
中
学
校
の
教
員
の
８
割
が
「
時
間
外
勤
務
が
多
い
」
と

感
じ
、
主
な
原
因
は
「
部
活
動
」
や
「
事
務
処
理
」
。
教
育
学
者

や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら
有
識
者
で
つ
く
る
「
日
本
の
教
育
を
考
え

る
１
０
人
委
員
会
」
が
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
委
員
会
は
、
教

員
や
事
務
職
員
の
増
員
、
業
務
負
担
の
軽
減
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

提
言
を
発
表
し
た
。 

【
ゆ
】 

 


